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The problem to be addressed is the reduction of attractive spaces in local commercial 
districts. On the other hand, shopping malls, especially large-scale ones, grow in number. Our 
purpose is to drive knowledge about the characteristics of attractive spaces in each of local 
commercial districts and shopping malls. We compare local commercial districts and shopping 
malls with regard to shoppers’ behavior, performing a questionnaire survey in three areas: 
Iwatsuki, Urawa-Misono, and Omiya. Using the machine learning method, random forests, the 
collected data are analyzed to clarify the characteristics of each area. The results of our analysis 
are as follows. People tend to go shopping at the local commercial district (Iwatsuki) individually, 
while people do at the shopping mall (Urawa-Misono) with their families. There are some 
differences between the local commercial district and the shopping mall regarding shoppers’ 











































































































































































































[28]．具体的には，2013年 9月 27日より 3日間
は岩槻，同年 10 月 18 日より 3 日間は浦和美園，















































































































































































  岩槻 大宮 浦和美園 エラー率 
岩槻 129 27 8 0.201 
大宮 59 40 5 0.615 
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表 3と図 3は，分類において重要度が高い設問，





























14 人（8.5%），知り合いに対して 12 人（7.3%）
だったが，大宮と浦和美園では，それぞれ，店員
に対して 4人（3.8%）と 0人（0%），知り合いに
























































































































表 2：重要度上位 2つの設問に関するクロス表 
当日＼普段 一人 両親 家族全員 
両親以外の
家族・夫婦 
親戚 友人 恋人 その他 総計 
岩
槻 
一人 53 2 1 2 1 4   2 66 
両親 2        2 
家族全員 1   1     2 
両親以外の
家族・夫婦 
2   1     3 
親戚    1     1 
友人 3     2   5 
恋人       1  1 
その他 1   1     2 
(空白) 34   5  1   40 
岩槻小計 96 2 1 11 1 7 1 2 121 
大
宮 
一人 38         2   1 41 
両親 2        2 
家族全員 3   2     5 
両親以外の
家族・夫婦 
    1    1 
親戚 1     2   3 
友人 1      1 1 3 
恋人        1 1 
その他 21 1 1 1  3 1  28 





一人 16     4   3     23 
両親 1 3       4 
家族全員   29 2     31 
両親以外の
家族・夫婦 
2 1 2 28     33 
親戚   1 1     2 
友人   3 1  1   5 
恋人       1  1 
その他        1 1 
浦和美園小
計 
19 4 36 36   5 1 1 102 
 (空白)   1   1   2 
全体合計 181 7 38 50 2 19 4 6 307 
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付録 
表 3：上位 30の設問の内容 
設問番号 ジニ係数 内容 
V11 14.82 今日は誰と来ましたか 
V35 13.06  普段誰と来ましたか 
V136 12.58  
商店街に行かない理由，ショッピングモールに行く理由：商店街・ショッ
ピングモールの有無 
V158 9.66  年齢 
V137 8.46  
商店街に行かない理由，ショッピングモールに行く理由：ほしいものを扱
うお店の有無 
V157 7.32  職業 
V13 6.37  今日立ち寄った店は：スーパー 
V3 5.58  今日、商店街・ショッピングモールに行ったか 
V23 5.55  普段、商店街・ショッピングモールに来るか否か 
V47 5.52  なじみの店に来る頻度 
V27 5.15  普段立ち寄る店は：書店 
V25 4.74  普段立ち寄る店は：スーパー 
V17 4.73  今日立ち寄った店は：レストラン 
V4 4.17  今日、商店街・ショッピングモールに来た主な目的は：買い物 
V15 3.77  今日立ち寄ったお店は：書店 
V29 3.68  普段立ち寄る店は：レストラン 
V5 3.61  今日、商店街・ショッピングモールに来た主な目的は：食事 
V2 3.57  曜日 
V36 3.49  今日来た商店街・ショッピングモールになじみの店あるか否か 
V156 3.48  性別 
V46 3.43  なじみの店の業種は：その他 
V26 3.34  普段立ち寄る店は：コンビニ 
V155 2.60  商店街・ショッピングモールに求めるものその他 
V135 2.60  今日、誰かとどういう内容の話しをしたか：知らない人と話さない 
V113 2.48  
今日、誰かとどういう内容の話しをしたか：知人と話さない、話す人がい
なかった 
V24 2.47  普段立ち寄る店は：カフェ 
V159 2.44  暮らしの状態 
V91 2.42  
今日、誰かとどういう内容の話しをしたか：付添がいない、付添いの人と
話さない 
V31 2.42  普段立ち寄る店は：銀行、ATM 
V48 2.27  普段、誰かとどういう内容の話しをしたか：店員にあいさつ程度 
 
 
